
再生紙を使用しています。

観光ポータルサイト http://www.ogakikanko.jp/ホームページアドレス http://www.city.ogaki.lg.jp/
奥の細道むすびの地記念館 http://www.basho-ogaki.jp/

観光のお問い合わせ先
● 大垣観光協会
● 西美濃観光案内所
● ふるさと大垣案内の会

〒503-0923
〒503-0901
〒503-0923

大垣市船町2丁目26番地1（奥の細道むすびの地記念館内）
大垣市高屋町1丁目145番地（JR大垣駅ビル2階）
大垣市船町2丁目26番地1（奥の細道むすびの地記念館内）

（0584）77-1535
（0584）75-6060
（0584）77-1535

句碑のお問い合わせ先
●奥の細道むすびの地記念館
● 大垣市教育委員会文化振興課

〒503-0922
〒503-8601

大垣市船町2丁目26番地1
大垣市丸の内2丁目29番地

（0584）84-8430
（0584）47-8067(直通)
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大垣のまちをめぐりませんか。
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ミニ奥の細道の句碑
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芭蕉翁と木因翁像

芭蕉は大垣の人 と々親しく交流した俳人として、今なお多くの人々の心に深く刻まれています。
市内のいたるところに芭蕉と大垣俳人の足跡が残されています。
あなたも芭蕉ゆかりの句碑を訪ねてみませんか。

水門川での舟下り

水門川でのたらい舟下り

奥の細道むすびの地記念館

明治期の船町湊のにぎわい（『美濃の魁』）

 『奥の細道』の旅を終えた芭蕉は、大垣で旅の疲れを癒しました。そして、旧暦9月6日、大垣の人 と々の
別れを惜しみながら、「蛤のふたみにわかれ行秋ぞ」（『奥の細道』）と詠み、船町川湊から船で大垣を
後にしました。
　川湊跡には、舟運の安全を祈る住吉燈台、芭蕉の遺徳を偲ぶ「蛤塚」・「芭蕉送別連句塚」・「芭蕉翁
と木因翁」像があります。現在、川湊跡は、芭蕉が訪れた往事を偲ぶ歴史や文化を残す場所として、
国の名勝「おくのほそ道の風景地 大垣船町川湊」に指定されています。
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船町湊跡のたたずまい
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芭蕉と曽良の旅姿
（『鼇頭奥之細道』）

大垣で歓待を受ける芭蕉
（蕪村筆「奥の細道画巻」〔複製〕）

『奥の細道』の旅『奥の細道』の旅
［元禄2年3月～8月］

芭蕉筆「蛤の」句懐紙
『奥の細道』で大垣の人々との別れを惜しんで詠んだ句
「蛤のふたみに別行秋ぞ」が記されている。

わかれゆくあき

　芭蕉は元禄2年（1689）の春に江戸を立ち、東北・北陸地方を巡り、古歌や故事
にゆかりの名所・旧跡を訪ね、秋に大垣で旅をむすびました。
　後にこの旅の体験をもとに著された『奥の細道』は、江戸時代を代表する紀行
文学の一つとして、現代に至るまで多くの人々に読み継がれています。
　芭蕉はこの旅の途中、美しい自然を目にし、古人と心を重ね合わせ、各地で多く
の人 と々出会いました。芭蕉はこの旅をきっかけに「不易流行」の考えをもつことに
なります。
　芭蕉がはじめて大垣を訪れたのは、貞享元年（1684）、『野ざらし紀行』の旅のと
きです。以後、芭蕉は、大垣を幾度も訪れ、心を寄せる俳人たちと交流を深めました。
　当時の大垣は、舟運と陸運が交わる東西交通の要衝であり、高い経済力を背
景に、学問・文化が発展していました。また、江戸で宗匠として活動していた芭蕉と、
早い時期から親交を深めた俳人たちが多い土地でもありました。
　大垣は、「奥の細道むすびの地」という歴史遺産を大切に守りながら、個性を生
かしたまちづくりに取り組んでいます。
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